
令和元年度 総合教育会議を開催しま

した

８月27日に県庁で花角知事、稲荷教育長及

び県教育委員５名が参加し、新潟県総合教育

会議が開催されました。本会議は、知事と教

育委員会が、円滑に意思疎通を図り、本県教

育課題及び目指す姿を共有して、より一層民

意を反映した教育行政を推進するため、平成

27年度より開催されています。

会議では、本県の教育課題として「確かな

学力の育成」と「教職員の多忙化解消」につ

いて意見交換が行われました。

教育委員からは、知識だけでなく思考力・

判断力・表現力やグローバル社会において不

可欠な英語能力の育成、外部人材の積極的な

活用を求める意見が出ました。

花角知事は、本県が抱える教育課題につい

て問題意識の共有ができたとしたうえで、新

潟県の将来に貢献する人材の育成に努める旨

意見を述べました。

【総合教育会議の様子】

高校生アカデミック・インターンシッ

プ研修を開催しました

昨年度に引き続き、大学等進学を希望する

高校生を対象にアカデミック・インターンシッ

プを開催しました。大学等の向こうにある社

会を意識させ、将来を見据えた学びの体験を

とおして大学等への視野を広げ、学習意欲や

進路意識を高めるとともに、探究する力・課

題解決能力等を身に付けさせることを目的と

しています。

今年度は、新潟大学、新潟県立大学、長岡

造形大学、県立歴史博物館で実施し、県立高

等学校１・２年生、中等教育学校４・５年生

の計187名が参加しました。

参加者は、多岐にわたる分野の中から、自

分の興味・関心のある研究テーマを選択し、

教授や大学生たちとともに、２日間の研究活

動を行いました。今後、研究成果や学びにつ

いてレポートをまとめ、12月の事後研修会に

おいてポスターセッションを行う予定です。

詳しい内

容につい

ては、10

月号で御

紹介しま

す。

【経済学部での研究活動の様子】
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教 育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。

＜今月号の記事＞ 対象校種
１：教育ニュースライン Ｐ１ 全種
２：県内の公立学校教職員の長期病気休暇・休職者の状況 Ｐ２～４全種
３：特色ある学校づくりについて Ｐ５～８高校
４：「拓け未来の新潟 第13回教育フォーラム」について Ｐ９～10全種
５：インフォメーション Ｐ11～13全種



毎年、福利課では県内の公立学校教職員に

ついて、病気による１か月を超える長期休暇

者及び休職者（以下「休職者等」という。）の

状況を調査、集計しています。

本号では、平成30年度の状況を紹介します。

平成30年度の休職者等は421人でした。

疾病分類別で最も多いものが、精神疾患

（表１の「５ 精神及び行動の障害」）の216人

（51.3％）、続いて、新生物の54人（12.8％）

となっています。

過去10年間を見ても、休職者等の約４～５

割を精神疾患が占めており、全教職員に対す

る精神疾患による休職者等の割合は、１％前

後で推移しています。（図１、図２参照）

また、対象は異なりますが、教育職員につ

いて休職者数を調べた文部科学省の調査によ

ると、本県の精神疾患による休職者の割合は、

平成21年以降、全国平均を下回っています。

（図３参照）

【表１ 長期病気休暇・休職者の疾病分類別の内訳】

※1 疾病分類表（ICD-10国際疾病分類準拠）等により分類

※2 表中の長期病休者とは「1か月を超える長期病気休暇者」をいう。

※3 年度内に長期病気休暇から休職へ移行した者は休職者に計上し、合計は実人数

長期
病休者

休職者 合計
長期

病休者
休職者 合計

1 0 0 0 2 0 2
2 34 20 54 50 16 66
3 2 3 5 3 0 3
4 1 2 3 2 0 2
5 106 110 216 87 103 190
6 3 4 7 3 2 5
7 1 1 2 4 1 5
8 0 0 0 0 0 0
9 11 6 17 6 4 10
10 0 1 1 2 1 3
11 8 1 9 3 2 5
12 2 2 4 1 0 1
13 42 5 47 22 5 27
14 10 0 10 3 0 3
15 35 1 36 38 0 38

16 1 0 1 2 0 2
17 9 0 9 13 2 15

265 156 421 241 136 377

感染症及び寄生虫症

新生物

平成30年度 平成29年度

血液及び造血器の疾患ならびに
免疫機構の障害

内分泌、栄養及び代謝疾患

神経系の疾患

眼及び付属器の疾患

耳及び乳様突起の疾患

精神及び行動の障害

循環器系の疾患

症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査
所見で他に分類されないもの

合    計

呼吸器系の疾患

消化器系の疾患

皮膚及び皮下組織の疾患

筋骨格系及び結合組織の疾患

尿路性器系の疾患

妊娠、分娩及び産褥

損傷、中毒及びその他の外因の影響
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県内の公立学校教職員の長期病気休暇・休職者の状況

福利課



【図１ 県内公立学校教職員の休職者等の状況】

※1 福利課調査により作成
※2 公立の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校の教育職員、事務職員対象

（ただし、新潟市立高等学校を除く）
※3 「1か月を超える長期病気休暇者」及び「病気休職者」の合計

【図２ 県内公立学校教職員に占める休職者等の割合】

※1 福利課調査により作成
※2 公立の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校の教育職員、事務職員対象

（ただし、新潟市立高等学校を除く）
※3 「1か月を超える長期病気休暇者」及び「病気休職者」の合計

【図３ 教育職員に占める精神疾患による休職者数の割合（％）】

※1 「公立学校教職員の人事行政状況調査（文部科学省）」により作成
※2 公立の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校教育職員対象
※3 「病気休職者」のみ計上
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県教育委員会では、公立学校共済組合新潟

支部と協力して、教職員本人のセルフケアや

管理職によるラインケアの研修を実施すると

ともに、精神科医、臨床心理士等による相談

体制の充実や、試し出勤、職場復帰支援プラ

ンの作成等、職場復帰に向けた支援などに努

めています。

平成28年度からは、すべての県立学校にお

いてストレスチェックを実施し、教職員のス

トレスへの気付きと対処を促すとともに、評

価結果を職場環境改善に活かせるよう、管理

職を対象としたストレスチェック集団分析結

果の活用研修を行っています。

また、公立学校共済組合新潟支部では、

各所属でストレスチェック制度への理解を深

めてもらうため、「職場の健康づくり支援事業」

の中に、ストレスチェックの診断結果に基づ

く職場環境改善のための講座を設けています。

（表２参照）

休職者等が最も多い疾患が精神疾患である

ことから、県教育委員会と公立学校共済組合

新潟支部では、メンタルヘルス対策を教職員

の健康管理対策の主要な柱として位置づけ、

引き続き取り組んでいきます。

【表２ 県教育委員会のメンタルヘルス対策の概要】

（共済組合事業）

一次予防

◆ 予防的対策

・ 職員研修

二次予防

◆ 早期発見

◆ 早期対応

・ 相談体制整備

三次予防 ◆ メンタルヘルス検討会

◆ 職場復帰支援 　（精神科医等外部専門家による事例検討等）

◆ 再発防止 ◆ 復帰者のカウンセリング

　（新潟県臨床心理士会委託）

◆ 保健師による学校訪問

※　　県事業のメンタルヘルス研修会（管理職・中堅教職員対象）については、市町村立学校教職員にも公開しています。

　（面接相談:新潟、長岡、上越の専門機関に委託。電話相談:新潟県臨床心理士会に委託）

区　分
　　　　公立学校対象

県立学校対象（県事業）

　 セルフケアの啓発普及

　 ラインケアの啓発普及

◆ メンタルヘルス研修会
   （市町村立学校教頭対象）

◆ メンタルヘルス研修会

　   （管理職・中堅教職員対象）※

◆ メンタルヘルス講座（教育センター主催の新任者研修の一環として実施）

◆ メンタルヘルスセミナー（一般教職員対象）

◆ 職場の健康づくり支援事業（所属での講座開催費用助成）

◆ こころとからだのセルフチェック・心の体温計

　　　(Web上でのストレスチェックとセルフケアの啓発普及）

◆ ストレスチェック

◆ カウンセリング技法研修会（話し方、傾聴の啓発普及）

◆ 心の健康相談

◆ 管理職対象の相談
　（市町村立学校管理職対象・専門機関

　　に委託）
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

サ
ポ
ー

ト
事
業

◆ 一般職員・管理職対象の相談
　（精神科医・新潟県臨床心理士会委託）

◆ 試し出勤

◆ 職場復帰支援プラン作成

(4) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第836号 令和元年９月２日
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人口減少や社会の急激な変化が進む中、生

徒一人一人の能力を最大限に伸ばす教育環境

の整備や、将来の新潟を担う人づくりが求め

られていることから、県教育委員会では平成

28年３月に「県立高校の将来構想」を策定し、

魅力と活力のある学校づくりを推進していま

す。

本号では、平成29年度に設置した加茂農林

高校生命情報コース、平成30年度に「専門分

野を探究する高校」として学科改編した上越

総合技術高校、「柔軟な学びを可能とする高校」

として全日制課程から定時制課程に改組した

西新発田高校の３校の教育活動の魅力と特色

について紹介します。

１ 本県高校の農業教育について

本県には、新発田農業高校、加茂農林高校、

長岡農業高校、高田農業高校の４つの農業高

校があり、約2,000人の生徒が学んでいます。

各校とも農業科としてくくり募集し、１年時

は共通で農業に関する基礎・基本を学び、２

年時から学科・コースに分かれて、産業界や

地域と連携して特色ある教育を行っています。

卒業生の進路は多様ですが、農業及び関連

産業の担い手として必要な専門的知識・技術

と、いずれの分野に進んでも通用する人間力

の育成を目指しています。

２ 加茂農林高校生物工学科生命情報コース

「農は国の基」、農林業は安全安心な農産物

の供給や、美しい国土の保全に不可欠です。

近年では、経営規模の拡大と多角化、ICTを活

用したスマート農業、農産物の海外輸出など、

成長産業化に向けた動きが見られます。

平成29年度に設置した生物工学科生命情報

コースは、生命科学、バイオテクノロジーを

基本に、課題解決学習や情報化・国際化等に

も対応した特色ある教育を実施しており、大

学進学にも対応しています。

(1)コース編成とオリエンテーション

生命情報コースは、生徒の希望等により１

年時からコースを編成します。オリエンテー

ション合宿で、学習習慣の確立を図ります。

(2)情報教育の充実

１年時の「農業情報処理」で情報モラルと

スキルの基本を学ぶとともに、いつでも調べ

学習ができるWi-Fi環境を整備しています。

(3)英語・国際理解教育の充実

「コミュニケーション英語Ⅰ～Ⅲ」を学び、

英語の４技能の習得を目指しています。２年

時の海外修学旅行（シンガポール）では、海

外の農業事情の視察や、現地大学生との英語

による交流を行います。

(4)大学・農業大学校との連携

県の「高校特色化地域連携推進事業」の指

定を受け、年間14回、新潟大学農学部教授等

から実験・実習や「課題研究」の指導を受け

ています。また、新潟県農業大学校に出向き、

グローバルGAP（農業生産工程管理）の指導を

受け、専門的な学びを深めています。

【新潟大学教授による食味検査の実験】

(5)課題解決学習、産業界・地域との連携

課題解決学習を重視し、農業や地域の課題

特色ある学校づくりについて

高等学校教育課
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を発見し、協働しながら解決しようと努める

人材を育成します。１年時から、農業法人、J

A、研究機関、環境保護活動等の現場を訪問し、

直接話を聞き、グループで討論して自分たち

なりの解決策をまとめ発表します。

【三条市ヒメサユリ保護活動の現地研修】

３ 生徒の成長と今後の課題

１期生が３年生となりました。生徒会長や

農業クラブ会長としてリーダーシップを発揮

する生徒、２年時でアグリマイスターに認定

される生徒、意見発表県大会で最優秀賞を受

賞する生徒など、生徒の成長を実感します。

今後は、大学進学等、生徒の進路希望の実現

を支援し、将来の農業や地域のリーダー育成

を目指します。

１ 本県高校の工業教育について

本県には、新発田南高校、新津工業高校、

新潟工業高校、新潟県央工業高校、長岡工業

高校、柏崎工業高校、塩沢商工高校、上越総

合技術高校の８つの工業高校があり、約4,200

人の生徒が学んでいます。多くの卒業生は進

学・就職ともに専門性を生かした進路先に進

んでおり、専門的な知識や技術を活かして日

本や地域の産業を支えています。

２ 上越総合技術高校の特色

上越総合技術高校は、大学や地域産業との

連携を深めながら地域に根付いた教育活動を

推進し、将来の上越地域の産業をリードする

人材の育成を目指し、平成30年度から「専門

分野を探究する高校」として学科改編を行い

ました。それに伴い、工業科としてくくり募

集し、４学科（機械創造工学科、電気情報科、

建築環境科、土木防災科）を設置しています。

生徒は、１年時の学科コース選択を経て、

２年時からは各学科の教育課程を履修します。

(1)機械創造工学科

県立海洋高校実習船「海洋丸」のエンジン

や発電機の整備体験や県立テクノスクール指

導者による実技講習など、他校と連携した実

践的な専門教育に取り組んでおり、将来は機

械分野の技術者として活躍することが期待さ

れています。

【海洋丸での実習】

(2)電気情報科

電気情報科では、生徒の進路につながる免

許（電気工事士）や資格（ITパスポート試験）

の取得指導をはじめ、地域連携による実技講

習等にも取り組んでおり、将来は電気電子情

報分野の技術者として活躍することが期待さ

れています。

【電気工事実習】
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(3)建築環境科

建築環境科では、快適な住環境空間の追究

をテーマとし、免許（建築士等）取得に向け

た指導をはじめ、建築構造試験、木材加工、

照明等インテリアエレメント実習などを通し

て、将来は建築分野の技術者として活躍する

ことが期待されています。

【木材加工実習】

(4)土木防災科

土木防災科では、関川の現地測量実習や様

々な防災実習をはじめ、免許（測量士等）取

得に向けた指導により、将来は土木分野の技

術者として活躍することが期待されています。

【土木測量実習】

３ 地域産業の発展に貢献する人材育成

今年度からは、各学科の生徒たちが各専門

分野の学習成果を生かし、各学科連携による

地域貢献活動を進めています。今後とも、工

業高校ならではの特色ある教育活動を推進し、

地域産業の発展に貢献できる工業技術者の育

成に努めていきます。

１ はじめに

勤労青少年を対象に、後期中等教育の機会

を提供する制度として誕生した定時制・通信

制教育は、現在、生徒を取り巻く環境の変化

に対応し、多様な生育歴・学習歴を持つ生徒

の学習の場として、さらには、生涯学習の場

としても重要な役割を果たしています。

定時制・通信制高校は「いつでもどこでも

学べる」「きめ細かな指導ができる」等、基本

的な学力の充実や自立し社会貢献できる人材

育成教育に取り組んでいます。

西新発田高校は、平成30年度に全日制課程

普通科から、単位制による定時制課程普通科

午前部に改組となり、「柔軟な学びを可能とす

る高校」として新たな歩みが始まっています。

２ 単位制による定時制高校の特徴

西新発田高校は定時制課程の高校ですが、

午後の授業の単位を修得することで３年間で

の卒業も可能です。これを三修制といいます。

３年以上在籍し、必要な科目（必履修科目)や

必要な単位（74単位以上）の修得などの要件

を満たせば卒業できる制度です。

３ 特色ある学習環境

(1)「30分授業」

個に応じた指導と、わかる授業を確立する

ため、１年次においては、必履修科目である

国語総合・数学Ⅰ・コミュニケーション英語

Ⅰの３科目を、毎日１、２限相当時に30分授

業を行うともに、習熟度別授業を実施してい

ます。

(2)「学び直し」の科目の設定

ベーシックを冠した学校設定科目（国語・

数学・英語）を開設し、小中学校でのつまず

きや基礎基本事項の学び直しに対応していま

す。今年度は、国語25人、数学26人、英語36

人が履修しています。

(3)様々な「体験的な学習」

自らを律し、他者と強調し、他者を思いや

る心など豊かな人間性を育む体験的な学習を
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積極的に取り組んでいます。全校での進路バ

ス見学、１年次での野外炊飯、スキー授業、

２年次でのインターンシップ、修学旅行、ま

た、「スポーツⅤ」の授業では、キャンプなど

普段体験できないようなスポーツに触れるこ

とができます。

【スポーツⅤ「校外キャンプ」での調理】

(4)「教育相談」

生徒の学びを支える活動として、２人のス

クールカウンセラー（県配置１人、学校配置

１人）や就職支援教員によるカウンセリング

を中心として、全職員がカウンセリングマイ

ンドをもって取り組んでいます。

【スクールカウンセラーによる講話】

(5)その他、定時制高校のとしての特色

①「定通併修制度」

思いどおりに授業に参加できない生徒は、

新潟翠江高校通信制課程の授業を当校で受

けて単位を修得する定通併修制度も活用で

きます。

②「転入学・編入学」

一定以上の単位を修得している場合、３

月の転入学・編入学検査に合格すれば、前

籍校の単位を生かして卒業を目指すことが

できます。

その他にも、ボランティア活動やインター

ンシップの単位認定、社会人講座の開講、通

級による指導、市内高校との学校間連携など、

全国の単位制による定時制高校で行われてい

る取組を参考に柔軟な学びを発展させる予定

です。また、西新発田高校の歴史と伝統を活

かし、同窓生や地域の皆さんと連携した取組

を進めています。

４ おわりに

「西高からはじめる ふみだす はばたく」

のキャッチフレーズを念頭に、生徒たちがし

っかりとした一歩を踏み出すことができるよ

う、また学校から地域社会に羽ばたいていけ

るよう、しっかりと実践していきます。

県教育委員会では、「県立高校の将来構想」

に基づき、今後も生徒一人一人が夢の実現に

向けてチャレンジできるような魅力と活力あ

る学校づくりを推進してまいります。

「県立高校の将来構想」や「県立高校等再

編整備計画」については、高等学校教育課の

Webページをご覧ください。

(http://www.pref.niigata.lg.jp/kotogakko/)
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令和元年11月29日(金)、県立教育センター

において、「拓け未来の新潟 第13回教育フォー

ラム」を開催します。

当日は、いじめ問題への対応をテーマとし

た講演会と、新潟県の教育の喫緊の課題につ

いて扱う９つの分科会を実施します。

多くの皆様の御参加をお待ちしています。

１ 概要

県立教育センターが行っている調査・研究

の発表、喫緊の教育課題についての講演及び

教育現場で日々進められている実践研究の成

果についての協議をとおして、本県の教育の

方向性を考えます。

(1) 対象

幼・小・中・高・中等教育学校・義務

教育学校・特別支援学校の教職員及び教

育委員会関係者

(2) 内容 講演会及び分科会（９分科会）

(3) 参加予定人数 350人

(4) 会場 県立教育センター

(5) 期日 令和元年11月29日（金）

(6) 日程

12:30～13:00 受付

13:00～13:10 開会・講師紹介

13:10～14:40 講演会

15:00～16:30 分科会

※ 分科会のみの参加者は、14:45～

14:55に受付

(7) 申込方法

各学校・園や教育委員会に令和元年９

月に別途送付する案内を御覧いただき、

申し込んでください。

２ 講演会について

全国での講演活動と多方面での執筆活動で

御活躍の、日本女子大学の坂田仰教授をお招

きし、「いじめ問題にどう対応するか－2019

学校のリスクマネジメントの推進に向けて」

(仮)と題して、講演をいただきます。

いじめ問題への対応について考える絶好の

機会です。多くの皆様の聴講をお待ちしてい

ます。

－講師紹介－

日本女子大学教授

さ か た たかし

坂 田 仰 様

経歴：大阪府立高等学

校教諭等を経て、1996年日

本女子大学に専任講師とし

て赴任、准教授を経て、現

在、日本女子大学教職教育

開発センター教授、放送大

学客員教授。

専門：教育法制論（教育裁判の研究）。（独）

教職員支援機構や教育委員会等と連携し、ス

クール･コンプライアンスの確立、学校におけ

る危機管理体制の構築に向けた取組を展開し

ている。

近年の主な著作：『裁判例で学ぶ 学校の

リスクマネジメントハンドブック』（時事通信

社、2018年）『補訂版 いじめ防止対策推進法

全条文と解説』（学事出版、2018年）など

2019年度の主な連載：「法律で読み解く学

校経営プロブレム」（「教職研修」教育開発研

究所）「教育法規あらかると」（「内外教育」時

事通信社）など

「拓け未来の新潟 第13回教育フォーラム」について

県立教育センター
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３ 分科会について

新潟県の教育課題に取り組む９つのチーム

による分科会です。概要を紹介します。

【Ａ 教育相談】

学校としていじめを認知するには、教職

員一人一人がいじめのサインを発見する力

を高める必要があります。

各都道府県から出されている「いじめ発

見チェックリスト」を分析し、いじめの積

極的な認知を進めるための方法を一緒に考

えます。

【Ｂ 学級経営】

学級経営は、学習指導と生徒指導の両輪

を支える基盤です。学級経営の現状を把握

するために実施したアンケートの結果を公

表するとともに、学級経営のポイントであ

る「ルール」と「リレーション」について

話し合い、子どもたちが笑顔になれる学級

経営の具体策を共有します。

【Ｃ 特別支援教育の推進】

「通級指導での学びを生かせる、通常学

級の支援の在り方」をテーマに、通級指導

教室と在籍学級との連携の在り方や、有効

な支援を実践例で紹介します。

通級指導での支援を、在籍学級をはじめ

とする集団の場で生かすための方法につい

て、アンケート結果を基にパネルディスカッ

ション形式で意見交換を行います。

【Ｄ 小学校外国語教育の推進】

県内の小学校教員へのアンケート結果や、

これまでの調査・研究から、小学校外国語

教育の成果と課題を分析し、発表します。

課題解決のための手立てを協議し、次年度

の調査・研究に生かします。また、協力校

の発表を行います。

【Ｅ プログラミング教育の推進】

小学校のモデルカリキュラム作成の研究

概要について紹介します。教科等横断的な

視点で、各教科の学びとプログラミングが

結び付く学習内容等について紹介します。

また、プログラミング教材を使用した模擬

授業を行います。試行錯誤しながら命令を

組み立てるプログラミングの楽しさを体験

します。

【Ｆ 道徳教育の推進】

児童生徒の道徳性の育成を目指す道徳教

育の推進に向けて、「特別の教科 道徳」の

授業改善のポイント及び教育活動全体を通

じて行う道徳教育の取組、並びに小・中学

校と高等学校とのつながりを意識した道徳

教育の在り方について、アンケート調査の

結果分析や協力校の取組等から報告をしま

す。

【Ｇ カリキュラム・マネジメントの推進】

昨年度作成した「カリキュラム・マネジ

メント新潟モデル（ＣＭＮ）チェックリス

ト2018（小・中・高）」を改良して「Ａ導入

編」「Ｂ計画編」「Ｃ実践編」とし、協力校

による実践を行いました。

分科会では、実践発表を含めたパネルディ

スカッションとグループ協議を通し、チェッ

クリストの効果の検証、活用方法の検討を

行います。

【Ｈ 主体的・対話的で深い学びの推進】

昨年度プロジェクトで作成した「主体的・

対話的で深い学び実践ハンドブック」を利

用し、単元を通した授業改善について、特

に「深い学び」の視点に注目して説明しま

す。また、同ハンドブックを活用しながら

進めた、組織として授業改善を目指す取組

について紹介します。

【Ｉ 学力向上推進】

大きく変わったWeb配信集計システムの目

的を確認し、実際に配信された診断問題等

を用いて、「何を学ぶか」から「どのように

学ぶか」を焦点に置いた授業改善の手立て

について協議を行います。また、新潟県教

育支援システム「TeaRoom」について、学力

向上に関わる活用法を紹介します。

校務多用な時期ですが、講演会のみ、ある

いは分科会のみの参加も可能です。多くの皆

様の御参加を、心からお待ちしています。
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●県立万代島美術館（新潟市）
企画展「MOE 40th Anniversary
人気絵本のひみつ展 島田ゆか 酒井駒子

ヒグチユウコ ヨシタケシンスケ なかやみわ」

©YUKA SHIMADA/OJIGI BUNNY INC./KOMAKO SAKAI/

YUKO HIGUCHI/SHINSUKE YOSHITAKE/MIWA NAKAYA/

HAKUSENSHA

国内外の絵本作家・児童書作家と信頼を築き、絵
本に関する最新情報を幅広い世代に向けて発信して
きた月刊雑誌『MOE（モエ）』。その前身である『絵本
とおはなし』の創刊から数えて40周年を記念し、5人
の人気作家―島田ゆか、酒井駒子、ヒグチユウコ、
ヨシタケシンスケ、なかやみわ―による絵本原画展
を開催しています。
子どもたちだけでなく大人からも支持される5人の

貴重な絵本原画約200点を一堂に展示するほか、スケ
ッチやダミー本、設定資料など絵本制作に関わる資
料や大切にしているゆかりの品々も展示。また、自
身の絵本体験や作品作りへの想いなどを語った作家
の言葉を紹介し、作風も経歴も異なる5人の作家それ
ぞれの魅力と世界観に迫ります。

○会 期 開催中～９月23日(月・祝)
○休 館 日 ９月９日(月)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般1,100円(900円)

高校・大学生900円(700円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が
免除になります。受付で御提示ください。

【関連イベント】
◆絵本の読み聞かせ
（協力：ほんぽーと新潟市立中央図書館）
○日 時 ９月15日(日) 午前11時～
○会 場 万代島美術館展示室内絵本コーナー
○読み手 ほんぽーと新潟市立中央図書館司書の皆

さん
○その他 要観覧券／申込不要

９月24日(火)から10月４日(金)は展示替えのため休
館します。

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/

●県立近代美術館 （長岡市）

9月14日(土)リニューアル・オープン

～1年ぶりの展覧会です～

【コレクション展】
■第１期 9月14日(土)～12月8日(日)

〔展示室 １･２〕 国民文化祭応援事業

新潟の美術 小特集 横山操
当館の所蔵品の中から、新潟県出身の作家の作品を

選んで紹介します。
中でも、燕市（旧吉田町）出身で戦後の日本画壇を

リードした横山操のコーナーを特設し、大作を中心に
展示いたします。

横山操《十勝岳》1962年

〔展示室 ３〕 近代美術館の名品

近代美術館を代表する国
内外の名品を選りすぐって
紹介します。
当館が誇るモネや岸田
劉生などの名品も1年ぶ
りに展示いたします。

クロード・モネ《コロンブの平原、霜》1873年

《教育普及プログラム》対話型鑑賞

学校向けの教
育普及プログラ
ムとして『対話
型鑑賞』をお薦
めしています。
主体的・対話的
で深い学びの場
として活用して
ください。

※詳細は当館ホームページでご確認ください。

《ロダン作品の前で対話型鑑賞》

県立近代美術館
住所 長岡市千秋3丁目278-14
TEL 0258-28-4111
URL https://kinbi.pref.niigata.lg.jp/
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●県埋蔵文化財センター（新潟市）
県秋季企画展「海をわたったヒスイ」

日本の国石ヒスイ。新
潟県糸魚川産のヒスイは
質・量とも日本一です。
糸魚川市大角地遺跡から
は、約6,500年前のヒスイ
製としては世界最古の石
器が見つかっています。
糸魚川産のヒスイは、縄
文時代には北海道奥尻島
や鹿児島県種子島へ海をわ 【ヒスイ製大珠 鹿児島

たって運ばれました。当展 県西之表市現和巣遺跡

では、新潟県のほか、北海 縄文後期 種子島開発

道、青森県、鹿児島県のヒ 総合センター保管】

スイを展示し、ヒスイの歴
史を紐解きます。

○期 日 ９月６日(金)～12月８日（日）
○時 間 午前９時～午後５時
○休館日 期間中はなし
○観覧料 無料

第６回講演会「糸魚川産ヒスイの産状
－プレート境界からの贈り物－」を開催しま
す
プレート境界の地下深

部で誕生したヒスイは地
殻変動によって地表まで
運ばれました。ヒスイを
手に入れた縄文人は世界
最古のヒスイ文化を花開
かせます。講演会ではこ
の糸魚川のヒスイについ
て解説します。 【ヒスイ製敲石 糸魚川

市大角地遺跡出土

縄文前期Photo by T.Ogawa】

○期 日 ９月８日(日)
○時 間 午後１時50分～３時20分
○会 場 県埋蔵文化財センター
○参加費 無料
○講 師 竹之内 耕 氏（フォッサマグナミュージア

ム館長）
○定 員 80名（当日定員になり次第締切）
○申 込 不要（手話通訳・要約筆記が必要な方は１

月前までにご連絡をお願いします）

秋季企画展関連講演会「縄文における
ヒスイ製品の制作」を開催します

【ヒスイ製大珠の製品工程品 糸魚川市長者ヶ原

遺跡・同井ノ上遺跡 縄文中期 糸魚川市教委蔵】

縄文時代のヒスイ製装飾品の製作方法について、糸
魚川市で長年遺跡調査に携わってきた職員が解説し
ます。

○期 日 ９月29日(日)
○時 間 午後１時50分～３時20分
○会 場 県埋蔵文化財センター
○参加費 無料
○講 師 木島 勉 氏（長者ヶ原考古館館長）
○定 員 80名（当日定員になり次第締切）
○申 込 不要（手話通訳・要約筆記が必要な方は

１月前までにご連絡をお願いします）

県埋蔵文化財センターでは学校向けの教育支援プロ
グラムを用意しています。詳しくは下記ホームペー
ジを御覧ください。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net

まいぶんちゃん



第836号 令和元年９月２日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進しています (13)

●第29回全国産業教育フェア新潟大会

農業、工業、商業、水産、家庭、看護、福祉、情報
などの専門学科で学んでいる全国の高校生が新潟県に
一堂に会し、専門高校等における特色ある教育活動の
成果と魅力を発信する「第29回全国産業教育フェア新
潟大会」を開催します。

○期 日 10月26日（土）、27日（日）
○会 場 朱鷺メッセ、アオーレ長岡、

新潟市食育・花育センター
○主なイベント
全国の専門高校等の作品展示、体験・実演コーナー、
全国高校生デパート、ファッションショー、
高校生カフェ、キッズビジネスタウン、
実習船見学 など

【各種競技の全国大会】
フラワーアレンジメントコンテスト、
ロボット競技大会、介護技術コンテスト、
ツアープランニングコンテスト、
クッキングコンテスト、
プログラミングコンテスト

入場は無料です。ぜひご家族そろってお越しいただ
き、高校生の活躍を御覧ください。参加型のイベント
もあります。多くの方のご来場をお待ちしています。

★詳しくは、大会ホームページを御覧ください。
https://www.sanfair2019.nein.ed.jp/

新潟県教育庁高等学校教育課指導第２係
TEL 025-280-5612

※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Web
ページﾞアドレス）をクリックすると、直
接該当Web ページにジャンプしますので
御活用ください。

※県ホームページからバックナンバーも御覧
いただけます。「新潟県 教育月報」で検索
してください。

発行所 新潟県教育庁総務課
所在地 〒950-8570

新潟市中央区新光町４番地１
電 話 025-280-5587 ＦＡＸ 025-285-3766
E-mail ngt500010@pref.niigata.lg.jp
Web版URL http://www.pref.niigata.lg.jp/kyoikusomu/
**本紙に関する御意見がありましたら、お寄せください**
＜無断転載を禁ず＞

●文化行政課
「第２回新潟県考古学講演会「邪馬台国
前後の越後」を開催します

【西岩野跡出土の勾玉・管玉】

柏崎市西岩野遺跡で発見された大型掘立柱建物等、
近年の発掘調査で得られた最新成果をもとに、「邪馬
台国」前後の時代における越後の社会・文化を専門
家が分かりやすく紹介します。

〇期 日 10月５日（土）
〇時 間 午前10時20分～午後３時30分
〇会 場 柏崎市文化会館アルフォーレ

（柏崎市日石町４-32）
〇定 員 160名
〇申 込 不要（定員になり次第締め切り）
〇参加費 無料
〇内 容 広瀬和雄氏（元国立歴史民俗博物館教授）

「邪馬台国成立前後の倭国からみた西岩
野遺跡」ほか

新潟県教育庁文化行政課埋蔵・文化財係
住所 新潟市中央区新光町４－１
TEL 025-280-5620
MAIL ngt500080@pref.niigata.lg.jp

https://www.pref.niigata.lg.jp/bunkagyosei/


